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一　

伝
二
条
為
道
筆
古
今
集
切

　

架
蔵
の
古
筆
切
資
料
の
中
に
、
二
条
為
道
（
一
二
七
一
〜
一
二
九
九
）
を
伝

称
筆
者
と
す
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
ご
く
零
細
な
断
簡
が
一
葉
存
す
る
【
画

像
１
】。
琴
山
印
極
札
（
裏
面
は
剥
離
）
を
付
し
、
十
四
世
紀
頃
の
書
写
と
思

し
い
。
僅
か
三
行
分
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
、
巻
第
八
・
離
別
歌
三
六
九
番
の
和

歌
か
ら
、
三
七
○
番
の
詞
書
お
よ
び
和
歌
の
部
分
に
あ
た
る
。

【
画
像
１
】

　

寸
法
は
縦
二
三
・
〇
糎
、
横
六
・
六
糎
。
四
周
は
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
切
り
詰

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
原
寸
法
は
不
明
な
が
ら
、
和
歌
の
字
高
は
二
一
・
五

糎
ほ
ど
。
料
紙
は
鳥
の
子
紙
で
、
三
六
九
番
歌
の
歌
頭
に
墨
の
小
圏
点
を
付

し
、
初
句
と
第
二
句
の
頭
に
朱
の
庵
点
を
付
す
。

　

伝
為
道
筆
の
古
今
集
切
に
は
、
出
光
美
術
館
蔵
手
鑑
『
見
努
世
友
』
所
収

の
安
田
切１
や
、
久
曽
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
六
半
切
二
葉２
が
知
ら
れ
る
が
、
そ

れ
ら
は
和
歌
一
首
上
下
句
分
か
ち
二
行
書
き
で
あ
り
、
一
首
一
行
書
き
で
書

写
さ
れ
る
当
該
断
簡
と
は
別
物
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
資
料
を
、
小
圏
点
や
庵

点
を
省
略
し
て
翻
字
し
て
み
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
（
括
弧
内
は
新
編
国
歌

大
観
番
号
）。

け
ふ
わ
か
れ
あ
す
は
あ
ふ
みみ

を
お
も
へ
と
も
夜
や
ふ
け
ぬ
覧ら
む

袖
の
つ
ゆ

け
きさ

（
三
六
九
）

　
　

こ
し
へ
ま
か
り
け
る
人
に
よ
み
て
つつ

か
は
し
け
る

か
へ
るる

山
あ
り
と
は
き
けけ

と
春
かか

す
みみ

た
ち
わ
か
れ
なな

は
こ
ひ
し
か
る

へ
し
（
三
七
〇
）

　

こ
こ
に
は
、
僅
か
三
行
に
対
し
十
文
字
の
、
本
文
同
筆
に
よ
る
平
仮
名
傍

記
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
三
六
九
番
歌
末
尾
の
「
つ
ゆ
け

　

仮
名
字
体
弁
別
意
識
瞥
見

│
│ 

伝
二
条
為
道
・
同
為
世
筆
古
今
集
切
の
傍
記
を
手
が
か
り
と
し
て 

│
│

兼　

築　

信　

行
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きさ

」
は
異
文
注
記
と
考
え
て
よ
い
か
。
た
だ
し
『
古
今
集
校
本３
』
を
閲
す
る

か
ぎ
り
、
当
該
箇
所
を
「
つ
ゆ
け
さ
」
と
す
る
伝
本
は
無
く
、
こ
の
異
同
は

「
幾
」
字
母
平
仮
名
と
「
左
」
字
母
平
仮
名
の
類
似
に
発
す
る
誤
り
に
起
因

す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
歌
の
「
ふ
け
ぬ
覧ら
む

」
は
、
漢
字
・
仮

名
の
表
記
の
違
い
を
注
記
し
て
い
る
と
解
せ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
他
の
七

文
字
に
つ
い
て
は
、
翻
字
を
す
る
か
ぎ
り
、
仮
名
文
字
の
傍
ら
に
同
じ
仮
名

が
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
一
体
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ

ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

平
仮
名
の
字
母
を
確
認
す
る
と
、「
安
不
三見

」「
川徒

可
者
之
」「
加
部
累留

」「
幾

介計

止
」「
可加

寸
三美

」
は
、
異
な
る
字
母
の
仮
名
を
傍
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、

三
七
〇
番
歌
第
四
句
末
の
「
奈奈

者
」
で
は
、
同
じ
字
母
の
平
仮
名
が
傍
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
仔
細
に
観
察
す
る
と
、
本
行
の
文

字
は
現
行
の
「
な
」
の
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
傍
記
の
方
は
そ

れ
と
は
違
う
崩
し
方
の
「
奈
」
字
母
平
仮
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（IPA
）
と
大
学
共
同

利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
国
語
研
究
所
（N

IN
JA

L
）
が
共

同
開
発
し
た
「
学
術
情
報
交
換
用
変
体
仮
名
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
、
二
〇
一

五
年
一
〇
月
一
六
日
に
試
験
公
開
さ
れ
た
（http://kana.ninjal.ac.jp/

）。
二

九
三
字
の
文
字
画
像
（
字
形
）
に
変
体
仮
名
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
変
体
仮
名
の
グ
リ
フglyph

を
検
索
す
る
と
、
問
題
の
傍
記
は

（210030020

）
の
、
最
後
に
左
か
ら
右
へ
運
筆
す
る
線
を
連
続
さ
せ
た
字
体

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
は

（210030030

）
に
近
い
が
、
画
数
が
異
な
り
、

入
り
の
横
棒
が
い
っ
た
ん
切
れ
て
い
る
。
つ
ま
り210030020

と210030030

の
中
間
的
な
形
態
に
位
置
す
る
字
体
だ
が
、
い
ま
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
応

用
し
、
当
該
仮
名
を
私
に
仮
に210030025

と
付
番
し
、
字
母
に
番
号
下
二

桁
を
付
し
「
奈
25
」
と
表
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
は
、
現
行
の
平
仮
名
字
体
に
つ
い
て
は
番
号
が
与
え
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
現
行
字
体
は
00
と
す
る
こ
と
と
し
、
当
該
事
例
の
本
行
仮
名
の
場

合
「
奈
00
」
と
表
示
す
る
。
つ
ま
り
、
伝
為
道
筆
古
今
集
切
三
七
○
番
歌
第

四
句
の
「
な
」
字
は
、
本
行
が
「
奈
00
」、
傍
記
は
「
奈
25
」
で
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
、
と
す
る
。
こ
れ
は
、
同
一
字
母
の
平
仮
名
で
あ
っ
て
も
、

他
の
異
字
母
平
仮
名
と
同
様
、
両
者
は
別
の
字
体４
と
し
て
認
識
、
区
別
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

二　

伝
二
条
為
世
筆
古
今
集
切

　

こ
の
伝
為
道
筆
切
と
極
め
て
近
い
性
格
を
有
す
る
古
筆
切
資
料
に
、
為
道

の
父
為
世
（
一
二
五
一
〜
一
三
三
八
）
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
古
今
和
歌
集
』

の
断
簡
が
あ
る
。伝
為
世
筆
の
古
今
集
切
は
、『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集
』（
安

政
五
年
版
）
に
「
久
巴
切　

四
半
古
今
哥
一
行
書
雲
紙
」
お
よ
び
、
四
半
の

切
と
し
て
「
古
今
哥
二
行
朱
書
書
入
少
々
ア
リ
」「
古
今
哥
一
行
朱
点
墨
書

入
カ
ナ
直
シ
ア
リ
古
今
集
ニ
テ
類
キ
レ
多
シ
」
の
記
載
が
あ
る
。『
古
筆
学

大
成
』
第
五
巻５
に
は
、伝
為
世
筆
古
今
集
切
と
し
て
村
雨
切
と
、同
集
切
（
一
）

〜
（
十
三
）
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
（
二
）
が
久
巴
切
に
当
た
る
。
ま
さ
に
「
古

今
集
ニ
テ
類
キ
レ
多
シ
」
の
言
が
首
肯
さ
れ
る
。

　

さ
て
焦
点
の
切
だ
が
、
ま
ず
は
近
時
、
稿
者
が
入
手
し
た
一
点
【
画
像
２
】

を
紹
介
し
た
い
。
極
札
に
は
「
二
條
家
為
世
卿
」
と
の
み
あ
っ
て
、「
琴
山
」

印
を
捺
す
（
裏
面
は
剥
離
）。
購
入
元
の
古
書
肆
で
は
「
了
佐
」
極
と
さ
れ
て

い
た
が
、
札
の
裏
面
は
剥
離
し
て
お
り
、
確
認
は
で
き
な
い
。
料
紙
は
鳥
の
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子
紙
で
、
左
右
に
二
面
分
が
連
続
す
る
。
寸
法
は
縦
二
三
・
四
糎
、
横
二
九
・

五
糎
だ
が
、
中
央
の
折
目
に
は
四
箇
所
の
綴
穴
【
画
像
３
】
が
認
め
ら
れ
る
。

和
歌
一
首
一
行
書
き
で
、
右
面
は
巻
第
一
・
春
歌
上
の
四
九
番
歌
詞
書
か
ら

五
二
番
歌
詞
書
の
「
さ
く
ら
の
」
ま
で
の
本
文
九
行
（
第
八
行
と
九
行
の
間
に

勘
物
が
記
さ
れ
る
）、
左
面
は
巻
第
二
・
春
歌
下
の
七
七
番
歌
詞
書
か
ら
七
九

番
歌
詞
書
ま
で
の
八
行
。
右
面
の
横
寸
法
は
一
五
・
二
糎
、
左
面
は
一
四
・

三
糎
で
、
左
の
方
が
狭
く
、
左
面
は
一
行
分
切
り
取
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
よ
う
か
。
和
歌
の
字
高
は
二
二
・
〇
糎
ほ
ど
で
あ
る
。

【
画
像
２
】
便
宜
的
に
極
札
と
左
右
面
を
切
り
離
し
て
掲
出
す
る
。

【
画
像
３
】
折
目
と
綴
穴
部
分
。

　

こ
の
書
誌
的
形
状
が
意
味
す
る
の
は
、
こ
の
切
は
元
来
、
列
帖
装
本
の
括

り
と
し
て
重
ね
ら
れ
た
、
両
面
書
写
料
紙
の
中
の
一
葉
が
抜
き
出
さ
れ
、
裏

面
が
剥
が
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
切
の
四
周
は
截
ち
縮
め
ら
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
四
半
の
列
帖
装
本
が
原
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
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書
写
形
態
を
観
察
す
る
と
、
先
掲
の
伝
為
道
筆
切
同
様
、
所
々
に
朱
の
庵

点
が
付
さ
れ
、
勘
物
も
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
同
筆
と
認
め
ら
れ

る
傍
記
が
数
多
く
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
や
は
り
、
漢
字
仮
名
の
別
を

示
す
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
変
体
仮
名
の
字
母
あ
る
い
は
字
体
の
相
違
を

示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

当
該
切
に
は
、
ツ
レ
と
考
え
ら
れ
る
切
を
二
葉
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ま
ず
、
島
根
県
の
美
保
神
社
蔵
『
手
鑑
』
に
収
め
ら
れ
る
切
は
、『
古
筆

手
鑑
大
成
』
第
五
巻６
に
一
二
四
、『
古
筆
学
大
成
』
第
五
巻
に
は
「
伝
二
条

為
世
筆　

古
今
和
歌
集
切
（
一
）」
の
二
四
六
と
し
て
収
載
さ
れ
る
。
秋
歌

上
の
一
九
一
番
歌
か
ら
一
九
五
番
歌
ま
で
の
九
行
分
で
、
極
札
に
は
「
二
條

家
〈
為
世
卿
／
白
雲
に
〉」
と
記
し
、「
守
村
」
印
を
捺
す
。『
古
筆
手
鑑
大
成
』

の
解
説
（
伊
井
春
樹
執
筆
）
は
鎌
倉
時
代
の
写
と
し
、『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉

集
』
所
掲
（
前
述
）
の
う
ち
「
古
今
哥
一
行
朱
点
墨
書
入
カ
ナ
直
シ
ア
リ
」

の
四
半
切
に
該
当
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

も
う
一
葉
は
、『
古
筆
学
大
成
』
第
五
巻
が
「
伝
二
条
為
世
筆　

古
今
和

歌
集
切
（
一
）」
の
二
六
七
と
し
て
掲
載
す
る
個
人
所
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
の

切
で
、
秋
歌
上
・
二
○
六
番
歌
か
ら
二
一
○
番
歌
ま
で
の
八
行
分
で
あ
る
。

な
お
『
古
筆
学
大
成
』
は
、
書
写
年
代
を
「
南
北
朝
時
代
、
十
四
世
紀
終
わ

り
の
こ
ろ
」
と
認
定
す
る
。

　

以
上
、
当
該
切
は
都
合
三
葉
、
四
面
分
が
知
ら
れ
た
が
、
以
下
整
理
の
都

合
上
、
春
歌
上
の
面
を
Ａ
面
、
春
歌
下
を
Ｂ
面
、
秋
歌
上
の
美
保
神
社
手
鑑

を
Ｃ
面
、
同
巻
の
個
人
蔵
手
鑑
を
Ｄ
面
と
称
呼
す
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
伝
為

氏
筆
の
古
今
集
断
簡
で
あ
る
因
幡
切７
に
付
さ
れ
る
の
と
同
様
の
朱
の
庵
点
が

認
め
ら
れ
る
な
ど
、
注
目
す
べ
き
共
通
点
が
存
し
て
い
る
。
行
数
・
寸
法
を

一
覧
す
れ
ば
、
左
の
と
お
り
。

行
数

　

縦
寸
法

　

横
寸
法

　

部
立
・
歌
番
号

Ａ
面
九
行
二
三
・
四
糎
一
五
・
二
糎
春
歌
上
・
四
九
番
歌
詞
書

〜
五
二
番
歌
詞
書
途
中
迄

Ｂ
面
八
行
二
三
・
四
糎
一
四
・
三
糎
春
歌
下
・
七
七
番
歌
詞
書

〜
七
九
番
歌
詞
書

Ｃ
面
九
行
二
二
・
四
糎
一
四
・
六
糎
秋
歌
上
・
一
九
一
番
歌
〜

一
九
五
番
歌

Ｄ
面
八
行
二
五
・
○
糎
一
五
・
五
糎
秋
歌
上
・
二
〇
六
番
歌
〜

二
一
〇
番
歌

三　

伝
為
世
筆
切
の
原
態

　

新
出
春
部
に
よ
っ
て
、
伝
為
世
筆
古
今
集
切
の
原
態
が
四
半
の
列
帖
装
本

で
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
で
き
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
書
誌
的
な
構
造
を
推
定
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
Ａ
面
と
Ｂ
面
、
Ｃ
面
と
Ｄ
面
は
、
そ
れ
ぞ
れ
写

本
の
近
接
し
た
部
分
に
位
置
す
る
。
い
ま
、
巻
・
部
立
が
同
じ
Ｃ
面
と
Ｄ
面

を
考
え
る
と
、
こ
の
両
断
簡
の
間
の
行
数
は
、
藤
原
定
家
真
筆
の
古
今
集
写

本
で
あ
る
伊
達
本８
・
嘉
禄
本９
で
数
え
る
と
一
六
行
分
、
た
だ
し
一
九
六
番
歌

作
者
名
「
藤
原
忠
房
」
は
両
本
と
も
詞
書
下
の
同
行
や
や
左
に
は
み
出
し
て

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
別
行
と
見
れ
ば
一
七
行
分
と
な
る
。
伝
為
世

筆
切
の
一
面
行
数
は
八
〜
九
行
で
、
す
る
と
Ｃ
面
と
Ｄ
面
の
間
の
一
六
〜
一

七
行
分
は
、
ち
ょ
う
ど
二
面
分
に
相
当
す
る
。

　

さ
ら
に
『
古
筆
学
大
成
』
所
載
の
写
真
を
仔
細
に
観
察
す
れ
ば
、
Ｃ
面
の
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五
行
目
、
Ｄ
面
の
五
行
目
の
位
置
の
上
部
お
よ
び
中
央
部
に
大
き
な
虫
食
い

痕
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
形
は
完
全
な
左
右
対
象
形
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
勘
案
す
る
な
ら
、
Ｃ
面
と
Ｄ
面
の
関
係
は
次
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら

れ
る
。

　
　

ケ
ー
ス
１　

Ｃ
面
…
ｘ
丁
表　

　

Ｄ
面
…
ｘ
プ
ラ
ス
一
丁
裏

　
　

ケ
ー
ス
２　

Ｃ
面
…
ｘ
丁
裏　

　

Ｄ
面
…
ｘ
プ
ラ
ス
二
丁
表

　

Ａ
面
と
Ｂ
面
の
場
合
は
、
Ａ
面
が
丁
の
裏
、
Ｂ
面
が
表
に
当
た
る
は
ず
で
、

こ
の
間
に
巻
は
春
歌
上
か
ら
春
歌
下
へ
移
る
が
、
伊
達
本
で
春
歌
上
四
六
行

に
六
行
分
空
白
、
お
よ
び
春
歌
下
一
七
行
、
嘉
禄
本
で
春
歌
上
四
五
な
い
し

四
六
行
お
よ
び
春
歌
下
一
六
行
と
な
り
、
仮
に
一
丁
表
裏
を
一
七
（
九
行
プ

ラ
ス
八
行
）
と
し
て
商
を
求
め
る
と
、
ほ
ぼ
四
丁
分
が
割
り
出
さ
れ
る
。
す

る
と
、
こ
の
間
の
部
分
は
、
列
帖
装
の
括
り
の
折
の
、
Ａ
面
と
Ｂ
面
よ
り
も

内
側
に
位
置
す
る
料
紙
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
Ａ
面
Ｂ
面
は
そ
の
す
ぐ
外

（
下
）
側
に
重
ね
ら
れ
た
料
紙
の
内
側
面
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

四　

本
行
本
文
と
傍
記

　

Ｃ
面
に
つ
い
て
『
古
筆
手
鑑
大
成
』
の
解
説
は
、

一
首
一
行
書
き
、
朱
点
が
あ
り
、
墨
に
よ
る
傍
書
も
見
い
だ
せ
る
。
こ

の
書
入
れ
は
、
漢
字
へ
の
ル
ビ
、
詠
み
や
す
く
し
た
仮
名
、
そ
れ
と
最

後
の
行
の
「
え
」
と
「
へ
」
の
仮
名
遣
い
の
指
摘
で
あ
る
。

と
述
べ
る
。
ま
た
Ｃ
面
Ｄ
面
に
つ
い
て
『
古
筆
学
大
成
』
は
、
本
文
の
系
統

と
し
て
、

こ
れ
は
「
定
家
本
」
の
一
伝
本
。
し
か
も
、「
伊
達
家
本
」
と
比
較
す

る
と
、
漢
字
・
仮
名
の
表
記
の
区
別
ま
で
が
完
全
に
一
致
す
る
。
当
然

な
が
ら
、
こ
れ
は
「
嘉
禄
二
年
本
」
に
よ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

本
文
中
の
仮
名
の
字
母
の
傍
注
の
細
字
は
、
こ
の
一
本
を
所
持
し
た
人

が
、
他
本
と
校
合
し
て
、
字
母
の
相
違
を
区
別
す
る
た
め
に
記
載
し
た

も
の
で
あ
る
。

と
解
説
す
る
。
伊
達
本
と
対
校
し
て
み
る
と
、
確
か
に
漢
字
・
仮
名
の
別
は

一
致
す
る
。
し
か
し
、
仮
名
字
母
ま
で
を
比
較
す
る
と
、
相
違
の
箇
所
が
認

め
ら
れ
る
。

　

伝
為
世
筆
切
に
付
さ
れ
る
傍
記
の
性
格
を
考
察
す
る
た
め
に
、
傍
記
箇
所

を
、（
Ⅰ
）
本
文
の
相
違
、（
Ⅱ
）
仮
名
遣
い
の
相
違
、（
Ⅲ
）
本
行
漢
字
・
傍

記
仮
名
、（
Ⅳ
）
本
行
仮
名
・
傍
記
漢
字
、（
Ⅴ
）
本
行
仮
名
・
傍
記
本
行
と

は
別
字
母
仮
名
、（
Ⅵ
）
本
行
仮
名
・
傍
記
本
行
と
同
字
母
仮
名
の
、
五
つ

の
レ
ベ
ル
に
分
け
、
そ
の
傍
記
文
字
の
延
べ
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
の
が
左
の

一
覧
で
あ
る
。
な
お
、
延
べ
文
字
数
で
あ
る
の
で
、
例
え
ば
本
行
の
漢
字
一

文
字
に
仮
名
二
文
字
の
傍
記
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
（
例
：
Ａ
面
六
行
目
「
花は

な

」）

は
二
、
本
行
三
文
字
の
仮
名
に
漢
字
一
文
字
の
傍
記
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合

（
例
：
Ａ
面
四
行
目
「
さ

櫻く
ら
」）
は
一
と
数
え
る
。
な
お
、
傍
記
は
原
則
本
行

文
字
の
右
側
に
記
さ
れ
る
が
、
位
置
の
関
係
で
左
側
に
記
さ
れ
る
場
合
あ

り
、
同
様
に
取
り
扱
う
。
Ｂ
面
七
行
目
七
八
番
歌
の
、
字
母
で
表
示
す
れ
ば

「
幾美

三
」
の
箇
所
は
上
に
ず
れ
た
も
の
と
考
え
、
位
置
を
正
す
こ
と
に
す
る
。

こ
の
誤
り
の
存
在
は
、
当
該
切
が
直
接
校
合
を
行
っ
た
原
資
料
で
は
な
く
、

傍
記
を
含
め
て
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
強
く
示
す
だ
ろ
う
。

　
　
　

 

〈
Ⅰ
〉　
〈
Ⅱ
〉　
〈
Ⅲ
〉　
〈
Ⅳ
〉　
〈
Ⅴ
〉　
〈
Ⅵ
〉 　

　

計

Ａ
面　

　

〇　
　

〇　
　

五　
　

一　

一
七　

　

五　
　

二
八

Ｂ
面　

　

〇　
　

〇　
　

四　
　

二　

一
五　

　

五　
　

二
六
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Ｃ
面　

　

〇　
　

一　
　

三　
　

一　

一
〇　

　

三　
　

一
八

Ｄ
面　

　

〇　
　

〇　
　

四　
　

三　

一
七　

一
一　

　

三
五

　

計　
　

〇　
　

一　

一
六　

　

七　

五
九　

二
四　

一
〇
七

　
〈
Ⅱ
〉〈
Ⅲ
〉
お
よ
び
〈
Ⅳ
〉
は
、
現
代
で
も
一
般
に
校
異
を
取
る
際
に
拾

う
レ
ベ
ル
だ
が
、
問
題
は
〈
Ⅴ
〉、
さ
ら
に
は
〈
Ⅵ
〉
を
ど
う
考
え
る
か
で

あ
る
。

　

ま
ず
、
先
掲
『
古
筆
学
大
成
』
解
説
が
述
べ
る
よ
う
に
、
当
該
断
簡
の
Ｃ

面
Ｄ
面
が
漢
字
・
仮
名
の
別
、
仮
名
字
母
レ
ベ
ル
ま
で
伊
達
本
と
一
致
し
て

い
る
か
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
全
体
に
一
致
度
が
高
い
こ
と
は
認
め
ら
れ
る

が
、
全
て
が
同
一
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。〈
Ⅱ
〉〈
Ⅲ
〉
す
な
わ
ち
漢

字
・
仮
名
の
別
に
つ
い
て
掲
げ
れ
ば
（
ダ
ッ
シ
ュ
の
上
に
伊
達
本
、
下
に
切
の
本

文
を
示
す
）、
Ｃ
面
に
、
覧
│
ら
む
（
二
〇
七
番
歌
）、
白
露
│
し
ら
つ
ゆ
、
い

ろ
│
色
（
二
○
九
番
歌
）
の
相
違
が
見
え
、
字
母
に
も
相
違
箇
所
が
認
め
ら

れ
る
。
な
お
そ
の
場
合
、
傍
記
が
伊
達
本
の
表
記
と
一
致
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
が
、
そ
う
で
な
い
箇
所
も
存
す
る
。
Ａ
面
Ｂ
面
に
つ
い
て
も
、
Ｂ
面
に
、

君
│
き
み
、
櫻
│
さ
く
ら
（
七
八
番
歌
）
と
相
違
の
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
他

字
母
の
相
違
も
存
す
る
。
な
お
、
伝
為
道
筆
切
に
つ
い
て
も
対
比
し
て
み
る

と
、
霞
│
か
す
み
（
三
七
〇
番
歌
）
が
異
な
り
、
字
母
に
も
相
違
箇
所
が
あ
る
。

少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
切
は
、
伊
達
本
と
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
ま
た
、

同
じ
く
定
家
真
筆
本
で
あ
る
嘉
禄
本
と
比
較
し
て
み
た
が
、
や
は
り
完
全
に

一
致
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
繰
り
返
す
が
、
表
記
に
高
い
一
致
度
を
示

す
こ
と
も
確
か
で
あ
り
、
一
首
一
行
書
き
と
い
う
書
写
形
式
で
あ
る
こ
と
を

含
め
、
こ
れ
ら
の
切
の
本
行
本
文
の
祖
本
は
、
定
家
筆
の
古
今
集
証
本
で

あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
左
に
例
と
し
て
Ａ
面
の
四
九
番
歌
の
仮

名
字
母
を
示
し
（
本
行
の
漢
字
は
ゴ
シ
ッ
ク
と
す
る
）、
伊
達
本
・
嘉
禄
本
を
同

様
に
処
理
し
て
並
べ
て
み
る
。

〈
伝
為
世
筆
切
〉  

己
止
之
与
利里

春
志
利
曽
武
留
佐
櫻久

良
花
知
留
止
以
不 

事 

者
那奈

良
者波

左
良
那奈

武

〈
伊
達
本
〉　

　

  

己
止
之
与
里
春
志
利
曽
武
留
佐
久
良
花
知
留
止
以
不 

事 

者
奈
良
者
佐
良
奈
武

〈
嘉
禄
本
〉　

　

  

己
止
之
与
利
春
志
利
曽
武
留　

櫻　

花
知
留
止
以
不 

事 

波
奈
良
八
佐
良 

南

　

さ
ら
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
伝
二
条
為
世
筆
貞
応
元
年

一
一
月
本Ａ
、
お
よ
び
二
条
家
証
本
と
し
て
著
名
な
貞
応
二
年
七
月
本
の
最
古

写
最
善
本
と
さ
れ
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
為
家
奥
書
本Ｂ
の
字
母
を
、
併
せ

て
左
に
掲
出
し
て
お
く
。

〈
貞
応
元
年
本
〉  

古
止
之
与
里
春
志
利
曽
武
留
左
久
良
花
知
留
止
以
不
己

止
八
奈
良
八
左
良
奈
武

〈
貞
応
二
年
本
〉  

己
止
之
与
利
春
志
利
曽
武
留　

櫻　

花
知
留
止
以
不 

事 

者
奈
良
波
左
良
奈
武

　

定
家
は
生
涯
に
一
七
箇
度
あ
ま
り
の
古
今
集
書
写
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

間
に
本
文
を
修
訂
し
て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中

の
一
本
が
、
当
該
切
の
祖
本
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
い
っ
ぽ
う
で
、
も
ち
ろ

ん
書
写
過
程
で
の
変
容
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五　
「
不
違
一
字
」
的
書
写
態
度

　

仮
名
文
字
に
対
し
て
仮
名
文
字
の
細
か
な
傍
記
を
施
す
伝
為
道
筆
な
ら
び

に
伝
為
世
筆
古
今
集
切
の
、
特
殊
な
資
料
性
格
を
考
え
て
い
く
と
、
思
い
合
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わ
さ
れ
て
く
る
の
が
、
か
つ
て
浅
田
徹
が
論
じ
た
「
不
違
一
字
」
的
書
写
態

度Ｃ
で
あ
る
。
浅
田
は
こ
れ
を
「
一
字
一
字
の
字
母
づ
か
い

0

0

0

0

0

ま
で
」
を
保
存
す

る
態
度
と
捉
え
、
崇
徳
朝
後
半
の
始
発
か
ら
、
俊
成
・
定
家
を
経
て
鎌
倉
末

に
い
た
る
動
向
を
、
歌
学
な
ら
び
に
歌
道
家
の
形
成
と
絡
め
論
述
し
た
。
本

稿
で
取
り
扱
っ
た
資
料
は
、
さ
ら
に
時
代
が
下
る
も
の
だ
が
、
証
本
を
尊
重

す
る
意
識
が
過
剰
に
反
映
し
た
一
斑
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
翻

字
す
れ
ば
同
じ
文
字
と
な
る
仮
名
文
字
が
傍
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し

く
「
字
母
づ
か
い
」
レ
ベ
ル
ま
で
の
校
合
結
果
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

実
際
に
定
家
本
同
士
の
厳
密
な
対
校
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
浅
田
論

文
が
引
く
池
田
亀
鑑
旧
蔵
貞
応
元
年
本
古
今
集Ｄ
奥
書
に
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。
同
奥
書
は
、
天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵
宝
治
二
年
真
観
奥
書
本Ｅ
に
、
よ

り
完
全
な
形
で
付
載
さ
れ
て
い
る
。

（
貞
応
元
年
一
一
月
二
〇
日
定
家
奥
書
…
省
略
）

安
貞
之
比
書
写
本
不
慮
紛
失
、
仍
重
借
請
入
道
中定
家

納
言
本
自
筆
、
貞
永

元
年
八
月
廿
日
仰
或
書
生
写
之
、
即
校
合
、
其
後
時
移
事
変
雖
交
山
林

志
猶
在
斯
、
仍
今
以
同
自
筆
之
本
他
本
校
合
者
也
、
両
本
之
文
字
仕
双

写
之
、
還
以
無
益
歟

　

彼
本
奥
書
云
（
貞
応
二
年
七
月
二
二
日
定
家
奥
書
…
省
略
）

真
名
序
在
今
本
之
奥
、
仍
令
書
入
之

　
　

宝
治
二
年
二
月
九
日　

　
　

西
山
隠
真
観
記
之

　

真
観
は
、
安
貞
の
頃
に
書
写
し
た
定
家
筆
貞
応
元
年
一
一
月
二
〇
日
本
を

紛
失
し
た
た
め
、
貞
永
元
年
八
月
二
○
日
に
重
ね
て
同
本
を
「
書
生
」
に
書

写
さ
せ
、
校
合
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
相
当
の
時
間
を
経
て
後
、
定
家
筆
貞
応

二
年
七
月
二
二
日
本
を
こ
れ
に
校
合
し
、「
両
本
之
文
字
仕
双
写
之
」
と
記

す
。
浅
田
徹
は
こ
の
文
言
に
つ
い
て
、

字
母
づ
か
い
ま
で
校
合
し
、
本
文
に
並
べ
て
（「
双
」
は
「
な
ら
べ
て
」
か
）

傍
に
掲
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
る
と
、
当
然
貞
永

の
書
写
の
と
き
も
「
不
違
一
字
」
的
な
書
写
で
あ
っ
た
の
で
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
校
合
が
無
意
味
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
定
家
は
毎
回
漢
字
の
あ
て
方
や
字
母
づ
か
い
を
大
き
く
変
え

て
い
る
か
ら
、
非
常
に
多
く
の
校
異
が
で
た
は
ず
で
、
徒
ら
に
煩
雑
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
「
還
以
無
益
歟
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

と
述
べ
るＦ
。
浅
田
の
こ
の
解
釈
の
と
お
り
だ
と
す
る
と
、
こ
の
真
観
本
は
、

字
母
に
お
よ
ぶ
校
異
が
傍
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
ま
さ
し
く
伝
為
道

筆
切
・
伝
為
世
筆
切
が
示
す
様
態
と
一
致
す
る
。
貞
応
元
年
一
一
月
本
、
同

二
年
七
月
本
と
も
に
定
家
筆
本
自
体
は
伝
存
し
て
お
ら
ず
、
前
節
で
は
、
四

九
番
歌
に
つ
い
て
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
本
お
よ
び
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫
蔵
本
を
も
っ
て
例
示
し
た
が
、
そ
の
用
字
は
切
の
本
文
と
完
全

に
一
致
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
池
田
亀
鑑
旧
蔵
本
（
東
海
大
学
現
蔵
）
や
天
理

図
書
館
蔵
本
に
、
翻
字
す
れ
ば
同
一
と
な
る
平
仮
名
が
「
文
字
仕
双
写
之
」

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
いＧ
。
し
か
し
真
観
奥
書
は
、
字
母
の
相
違
ま
で
も

校
異
と
し
て
掲
出
す
る
テ
キ
ス
ト
の
作
成
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
問
題

の
切
の
傍
記
の
ご
と
き
形
態
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
真
観
奥

書
本
と
当
該
切
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、あ
ら
た
め
て
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

六　

同
一
字
母
仮
名
に
対
す
る
字
体
弁
別
意
識

　

こ
れ
ら
、
定
家
筆
古
今
集
を
そ
の
字
母
レ
ベ
ル
ま
で
保
存
し
よ
う
と
す
る
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行
為
は
、
そ
の
証
本
性
を
過
剰
に
絶
対
化
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
生
じ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
、
切
の
傍
記
が
、
定
家
筆
証
本
同
士
の
校
合
結
果

を
「
字
母
づ
か
い
」
の
レ
ベ
ル
ま
で
本
当
に
正
確
に
保
存
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
は
、
確
証
を
得
難
い
。
定
家
筆
古
今
集
で
伝
存
す
る
伝
本
は
、
先
述
の

通
り
伊
達
本
と
嘉
禄
本
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
切
と
対
校
し
た
結
果
、
高

い
一
致
度
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
完
全
に
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
校
合
の

前
提
と
な
る
底
本
書
写
の
過
程
は
当
然
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
転
写
の
際
に

誤
写
が
生
じ
た
懼
れ
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
切
の
傍
記
は
、
新
た
に
校
合

作
業
を
行
っ
た
生
の
資
料
と
い
う
よ
り
、
や
は
り
傍
記
ご
と
転
写
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
稿
者
が
問
題
に
し
た
い
の
は
、
本
稿
第
四
節
の
一
覧
に

示
し
た
傍
記
分
類
の
〈
Ⅵ
〉
の
レ
ベ
ル
、
す
な
わ
ち
本
行
仮
名
と
傍
記
仮
名

の
字
母
が
同
一
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
の
存
在
で
あ
る
。

　

こ
の
レ
ベ
ル
は
、
ま
ず
伝
為
道
筆
切
に
、
本
行
「
奈
00
」
傍
記
「
奈
25
」

の
一
例
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
既
に
第
一
節
に
記
し
て
お
い
た
。
今
度
は

伝
為
世
筆
切
に
つ
い
て
、「
学
術
情
報
交
換
用
変
体
仮
名
」
の
グ
リ
フ
を
応

用
し
て
整
理
を
す
る
と
、
左
の
結
果
と
な
る
。

Ａ
面　

　

五
例
…
本
行
「
乃
00
」
傍
記
「
乃
10
」
一
例

本
行
「
末
20
」
傍
記
「
末
00
」
一
例

本
行
「
毛
70
」
傍
記
「
毛
20
」
一
例

本
行
「
毛
20
」
傍
記
「
毛
70
」
二
例

Ｂ
面　

　

五
例
…
本
行
「
奈
00
」
傍
記
「
奈
30
」
二
例

本
行
「
末
20
」
傍
記
「
末
00
」
一
例

本
行
「
毛
20
」
傍
記
「
毛
70
」
一
例

本
行
「
毛
70
」
傍
記
「
毛
20
」
一
例

Ｃ
面　

　

三
例
…
本
行
「
乃
00
」
傍
記
「
乃
10
」
一
例

本
行
「
毛
20
」
傍
記
「
毛
70
」
二
例

Ｄ
面　

一
一
例
…
本
行
「
奈
00
」
傍
記
「
奈
30
」
五
例

本
行
「
奈
00
」
傍
記
「
奈
20
」
三
例

本
行
「
乃
00
」
傍
記
「
乃
10
」
一
例

本
行
「
毛
20
」
傍
記
「
毛
70
」
二
例

　

こ
れ
ら
、
同
一
字
母
仮
名
に
つ
い
て
弁
別
さ
れ
て
い
る
字
体
を
集
約
整
理

す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
現
用
仮
名
以
外
は
「
学
術
情
報
交
換
用
変
体

仮
名
」
の
文
字
画
像
を
ペ
ー
ス
ト
し
て
お
く
。

ナ
…
「
奈
00
な
」「
奈
20

」「
奈
30

」

ノ
…
「
乃
00
の
」「
乃
10

」

マ
…
「
末
00
ま
」「
末
20

」

モ
…
「
毛
20

」「
毛
70

」

　

す
な
わ
ち
、
伝
為
道
切
・
伝
為
世
切
に
お
い
て
は
、
右
は
証
本
の
「
異
同
」

と
し
て
掲
出
す
べ
き
、
い
わ
ば
「
字
体
づ
か
い
」
の
相
違
と
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
ノ
に
つ
い
て
の
「
乃
00
」
と
「
乃
10
」
は
、
前

者
「
丸
の
の
の
字
」、
後
者
「
杖
つ
き
の
の
の
字
」
と
呼
ば
れ
る
がＨ
、
鎌
倉

後
期
か
ら
南
北
朝
期
と
推
定
さ
れ
る
書
写
者
に
も
、
こ
れ
ら
が
は
っ
き
り
と

弁
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
直
接
的
な
言
語
資
料
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。

七　

仮
名
文
字
づ
か
い
と
の
関
係

　

我
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
写
本
、
あ
る
い
は
版
本
に
お
い
て
、
一
つ
の
字
母
か
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ら
派
生
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
・
方
向
性
へ
と
崩
さ
れ
た
平
仮
名
を
目
に

し
て
い
る
が
、
文
字
の
書
記
者
自
身
に
も
、
当
然
類
型
の
意
識
が
作
用
し
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
一
斑
と
し
て
、
平
仮
名
の
字
体
の
書
き
分
け

を
位
置
に
よ
っ
て
分
類
す
る
意
識
の
あ
っ
た
こ
と
は
、『
和
歌
大
綱Ｉ
』
の
「
か

き
た
が
へ
て
あ
し
か
る
べ
き
か
ん
な
の
事
」
条
に
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
こ

の
条
項
は
、
偽
書
『
悦
目
抄
』
系
歌
学
書
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
流
布
し
、

近
世
期
に
至
る
と
『
男
重
宝
記
』
の
「
歌
書
か
な
づ
か
ひＪ
」
等
へ
も
継
承
さ

れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
は
概
ね
、
異
字
母
平
仮
名
の
書
き
分
け
を
示
し
た
も

の
だ
が
、
い
ま
焦
点
と
し
て
い
る
同
字
母
平
仮
名
の
弁
別
に
つ
い
て
も
、
い

く
つ
か
の
事
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
『
和
歌
大
綱
』
で
は
、

ナ
に
つ
い
て
、「
下
に
か
ゝ
ぬ
」
に
現
行
字
体
「
奈
00
」、「
上
下
わ
か
ぬ
」

に
「
那
」
字
母
仮
名
と
と
も
に
「
奈
20
」
を
掲
げ
る
。
た
だ
し
日
本
歌
学
大

系
本
で
は
、「
上
下
わ
か
ぬ
」
に
つ
い
て
は
変
体
仮
名
を
貼
り
つ
け
て
い
る

が
、「
下
に
か
ゝ
ぬ
」
は
活
字
を
用
い
る
。
同
本
は
モ
に
つ
い
て
も
、「
上
に

か
ゝ
ぬ
」
に
「
毛
20
」
の
変
体
仮
名
を
貼
り
つ
け
、「
上
下
わ
か
ぬ
」
に
「
毛

00
」
つ
ま
り
現
行
仮
名
の
活
字
を
組
む
。
天
理
図
書
館
蔵
の
孤
本
で
あ
る

『
和
歌
大
綱
』
の
「
上
下
わ
か
ぬ
」
モ
は
、
実
際
に
は
「
毛
70
」
で
、『
男
重

宝
記
』
な
ど
も
「
毛
70
」
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
日
本
歌
学
大
系
の
『
悦

目
抄Ｋ
』
で
は
、「
上
に
か
ゝ
ざ
る
も　

上
下
に
分
ぬ
も
」
と
い
ず
れ
も
活
字

で
組
ん
で
あ
る
の
で
、
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で

扱
っ
た
切
の
傍
記
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
こ
う
し
た
仮
名
文
字
づ
か
い
と
の

関
係
を
も
、
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
うＬ
。

　

平
仮
名
字
母
・
字
体
レ
ベ
ル
の
校
合
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
注
記
さ
れ
た
こ

と
は
、
定
家
筆
証
本
の
極
端
な
絶
対
化
と
言
え
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
先
掲

宝
治
二
年
真
観
奥
書
に
記
す
ご
と
く
、「
還
以
無
益
」
な
こ
と
と
し
て
広
く

一
般
化
し
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
で
あ
る
が
故
に
、
同
様
の
資
料
は
稀

有
な
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、「
字
母
づ
か
い
」「
字
体
づ
か
い
」
に
関
し
て
は
、

『
和
歌
大
綱
』
等
の
記
述
と
は
異
な
り
、
書
き
分
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な

く
、
別
の
字
体
な
が
ら
置
換
が
可
能
な
も
の
と
し
て
記
録
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
切
に
施
さ
れ
た
傍
記
の
資
料
価
値
は
、
同
一
字

形
の
異
な
る
字
体
と
し
て
、
ど
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
弁
別
さ
れ
て
い
た
か
を

確
実
に
示
す
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
本
稿
で
問
題
と
す
る
、
同
一

字
母
よ
り
派
生
す
る
平
仮
名
字
体
に
対
す
る
「
弁
別
」
の
用
語
は
、
差
し
当

た
り
機
能
的
な
使
い
分
け
を
含
意
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
誤
解
の
無

い
よ
う
記
し
て
お
く
。

　

稿
者
は
長
年
に
わ
た
り
、
勤
務
先
の
大
学
や
大
学
院
等
に
お
い
て
、
く
ず

し
字
・
変
体
仮
名
を
解
読
す
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
科
目
を
担
当

し
、
ま
た
専
門
の
演
習
や
講
義
に
お
い
て
も
、
影
印
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

そ
の
際
に
は
、
常
に
仮
名
字
母
を
頭
に
浮
か
べ
て
翻
字
す
る
よ
う
指
導
し
て

き
た
し
、
そ
の
種
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
も
出
版
し
たＭ
。
そ
こ
で
は
必
ず
、
仮
名

変
体
表
と
い
っ
た
一
覧
を
示
す
の
だ
が
、
そ
れ
は
字
母
か
ら
次
第
に
崩
さ

れ
、
簡
略
化
さ
れ
て
い
く
平
仮
名
文
字
の
字
体
が
、
い
わ
ば
グ
レ
ー
ス
ケ
ー

ル
と
し
て
整
理
、
例
示
さ
れ
て
い
る
。「
学
術
情
報
交
換
用
変
体
仮
名
」
が

端
的
に
示
す
ご
と
く
、
そ
の
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
に
は
、
い
く
つ
か
の
典
型
パ

タ
ー
ン
は
意
識
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
例
え
ば
「
丸
の
の
の
字
（
乃
00
）」

と
「
杖
つ
き
の
の
の
字
（
乃
10
）」
が
写
本
の
ご
く
近
い
箇
所
に
併
用
さ
れ

る
事
例
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
そ
う
し
た
書
記
者
、
書
写
者
の
文
字
弁
別
の

「
意
識
」
を
確
実
に
示
す
言
語
資
料
と
し
て
、
伝
為
道
お
よ
び
伝
為
世
筆
切
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は
、
稀
有
な
事
例
資
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

八　

付
言
／
く
ず
し
字
・
変
体
仮
名
リ
テ
ラ
シ
ー

　

最
後
に
関
連
し
て
、
変
体
仮
名
を
翻
字
す
る
際
の
、
ひ
と
つ
の
問
題
に
触

れ
て
お
き
た
い
。

　

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
の
定
家
筆
『
土
左
日
記
』
の
冒
頭
を
、
仮
名

を
字
母
、
漢
字
を
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
せ
ば
、「
乎
止
己
毛
春
止
以
不
日
記
止
以

不
物
遠
…
」
と
な
る
。
こ
の
冒
頭
「
乎
」
字
母
平
仮
名
に
つ
い
て
は
、「
ち

り
ぬ
る
を
」
の
「
を
」
の
変
体
仮
名
と
し
て
翻
字
す
る
の
が
通
例
だ
が
、
定

家
仮
名
遣
い
で
「
男
」
は
「
お
と
こ
」
と
表
記
さ
れ
る
（「
お
」
は
低
ア
ク
セ

ン
ト
に
対
応
）
の
で
あ
り
、
定
家
は
こ
こ
で
「
乎
」
を
「
う
ゐ
の
お
く
や
ま
」

の
「
お
」
と
し
て
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵

の
為
家
筆
本
に
徴
し
て
紀
貫
之
自
筆
本
冒
頭
字
も
「
乎
」
で
あ
っ
た
と
確
定

で
き
る
が
、
坂
本
清
恵
は
、
貫
之
筆
本
の
書
写
を
契
機
と
し
て
、
定
家
は
、

専
用
字
と
し
て
は
当
時
「
於
」
字
母
仮
名
し
か
存
し
な
か
っ
た
「
う
ゐ
の
お

く
や
ま
」
の
「
お
」
字
に
、「
乎
」
も
加
え
た
と
論
じ
たＮ
。
首
肯
す
べ
き
見

解
で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
の
定
家
筆
『
土
左
日
記
』
を
翻
字
す
る
場
合
、
冒

頭
仮
名
は
ど
う
処
理
す
る
の
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
。「
を
と
こ
も
…
」
と
す

れ
ば
定
家
の
表
記
意
識
と
乖
離
す
る
こ
と
に
な
り
、「
お
と
こ
も
…
」
と
処

理
す
る
の
が
定
家
の
意
識
に
正
し
く
寄
り
添
う
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
が
、
単

純
か
つ
機
械
的
な
変
換
作
業
で
は
、
こ
う
し
た
機
微
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
書
写
者
の
意
識
を
斟
酌
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

字
母
を
問
題
と
す
べ
き
学
術
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
今
後
、「
学
術
情
報
交

換
用
変
体
仮
名
」
な
ど
、
新
た
な
工
夫
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
く
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
主
に
歴
史
学
者
を
中
心
に
、
前
近
代
の
芸
術
文
化
等
を
研
究

す
る
研
究
者
が
、
変
体
仮
名
テ
キ
ス
ト
を
翻
字
す
る
場
合
、「
二
」
字
母
平

仮
名
を
「
ニ
」、「
三
」
字
母
平
仮
名
を
「
ミ
」、「
八
」
字
母
平
仮
名
を
「
ハ
」

と
、
片
仮
名
に
お
こ
す
「
流
儀
」
が
こ
ん
に
ち
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
も
と
よ
り
平
仮
名
と
片
仮
名
と
は
文
字
位
相
を
全
く
異
に
す
る
、
違
う

字
種
の
文
字
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
み
だ
り
に
混
用
す
る
こ
と
は
、
根
本

的
に
間
違
い
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
平
仮
名
と
片
仮
名
を
両
用
す
る
テ
キ
ス

ト
は
存
在
し
、
漢
文
訓
読
の
送
り
仮
名
、
あ
る
い
は
宣
命
書
き
の
よ
う
に
、

助
詞
や
活
用
語
尾
な
ど
を
片
仮
名
で
小
書
き
に
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ

れ
を
示
す
の
に
、
両
用
す
る
こ
と
が
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
問
題
は
、
例
え
ば
【
画
像
１
】
の
三
六
九
番
歌
の
第
二
句
を
「
あ
す
は

あ
ふ
ミ
と
」
と
翻
字
す
る
「
流
儀
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
慣
習
が
定
着
し
た

背
景
に
は
、
明
治
期
に
標
記
変
体
仮
名
の
活
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、『
大

日
本
史
料
』
等
に
も
後
々
ま
で
用
い
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
特
に
史
学
関
係

者
の
間
で
定
着
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
（
周
知
の
通
り
、
平
仮
名
字
体
の
統

一
は
、
明
治
三
三
年
の
文
部
省
令
「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
に
よ
る
）。
し
か
し
、
い
っ

た
ん
慣
習
化
し
た
「
流
儀
」
を
改
め
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
生
じ
る
の
は
、
理

解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
記
主
あ
る
い
は
書
写
者
が
平
仮
名
と
意
識

し
て
書
い
た
文
字
を
、
字
種
の
異
な
る
文
字
に
置
換
し
、
こ
れ
ら
の
字
母
の

み
殊
更
保
存
に
固
執
す
る
こ
と
は
、
文
字
の
体
系
的
把
握
を
歪
め
る
も
の
で

あ
り
、
敢
え
て
弊
風
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
旧
来
の
陋
習
は
、
改
め
る
に

し
く
は
な
い
。

　

情
報
処
理
技
術
の
進
化
は
、
資
料
解
読
の
自
動
化
を
促
し
て
い
る
。
凸
版
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印
刷
が
く
ず
し
字
テ
キ
ス
ト
を
高
精
度
で
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
す
る
Ｏ
Ｃ
Ｒ

技
術
を
開
発
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
（
二
○
一
五
年
七
月
三
日　

http://w
w
w
.

toppan.co.jp/new
s/2015/07/new

srelease150703_2.htm
l

）
話
題
と
な
っ
た

が
、
く
ず
し
字
テ
キ
ス
ト
に
は
如
上
の
書
写
者
、
書
記
者
の
意
識
・
認
識
の

レ
ベ
ル
や
、
清
濁
、
補
助
記
号
の
問
題
な
ど
が
絡
ん
で
お
り
、
単
純
に
文
字

を
現
用
の
も
の
に
置
き
換
え
ら
れ
れ
ば
済
む
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
翻
字

の
必
要
や
ス
ピ
ー
ド
化
は
、
今
後
も
ど
ん
ど
ん
求
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う

が
、
い
っ
ぽ
う
で
そ
れ
を
監
修
す
る
こ
と
の
で
き
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
、
研
究

者
は
身
に
付
け
る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

注（
１
）　
『
出
光
美
術
館
蔵
品
図
録　

書
』（
一
九
九
二
年　

平
凡
社
）
１
│
86
「
安
田

切　

伝
二
条
為
道
筆　

日
本
・
鎌
倉
」。

（
２
）　

久
曽
神
昇
『
古
筆
切
影
印
解
説　

Ⅰ
古
今
集
編
』（
一
九
九
五
年　

風
間
書

房
）
第
一
五
九
〜
第
一
六
○
図
「
伝
二
条
為
道
筆
六
半
切
」。

（
３
）　

西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
『
古
今
集
校
本
』（
一
九
七
七
年　

笠
間
書
院
）。

（
４
）　
「
字
体
」
と
い
う
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、
矢
田
勉
『
国
語
文

字
・
表
記
史
の
研
究
』（
二
○
一
二
年　

汲
古
書
院
）
第
一
編
第
二
章
に
従
い

た
い
。
矢
田
は
、
文
字
の
視
覚
的
形
状
を
表
す
術
語
と
し
て
、「
字
形
」
を

etic

（
具
象
的
な
実
相
と
い
う
側
面
か
ら
の
捉
え
方
）
な
も
の
、「
字
体
」
を

em
ic

（
使
用
者
の
脳
内
に
お
け
る
理
念
的
な
相
と
し
て
の
捉
え
方
）
な
も
の

と
し
て
使
い
分
け
る
こ
と
を
、
有
効
な
研
究
方
法
と
し
て
い
る
、（
九
頁
）。

（
５
）　

小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
第
五
巻
（
一
九
八
九
年　

講
談
社
）。

（
６
）　
『
古
筆
手
鑑
大
成
』
第
五
巻
（
一
九
九
五
年　

角
川
書
店
）。

（
７
）　
『
古
筆
学
大
成
』
第
五
巻
（
右
掲
）
に
「
伝
二
条
為
氏
筆　

因
幡
切
」
と
し

て
掲
載
ほ
か
。

（
８
）　

久
曽
神
昇
『
藤
原
定
家
筆　

古
今
和
歌
集
』（
一
九
九
二
年　

汲
古
書
院
）。

渋
谷
栄
一
に
よ
る
字
母
デ
ー
タ
がw

eb

上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
（http://

genjiem
useum

.w
eb.fc2.com

/koda2.htm
l

）。

（
９
）　

嘉
禄
二
年
四
月
本
。
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
２
『
古
今
和
歌
集 

嘉
禄
二
年
本

／
古
今
和
歌
集　

貞
応
二
年
本
』（
一
九
九
四
年　

朝
日
新
聞
社
）
に
影
印
所

収
。
渋
谷
栄
一
に
よ
る
字
母
デ
ー
タ
がw

eb

上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
（http://
genjiem

useum
.w

eb.fc2.com
/koka2.htm

l

）。

（
10
）　
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
れ
き
は
く
」
の
「
館
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」（https://

w
w
w
.rekihaku.ac.jp/up-cgi/login.pl?p=param

/taka/db_param

）
よ
り
、

「
13
古
今
和
歌
集（H

-600-1177 

マ
函
７
）」（https://w

w
w
.rekihaku.ac.jp/

up-cgi/km
view

.pl?p=param
/taka/db_param

&
h=./history/w

114525
46880_21232&

o=1&
ch=1&

k=50&
sf=0&

so=&
ti=1464

）
で
閲
覧
で
き

る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
川
上
新
一
郎
「
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
定
家
奥
書

本
古
今
集
考
│
寂
恵
の
古
今
集
研
究
に
つ
い
て
（
続
）
│
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』

三
九　

二
○
○
四
年
二
月
）
に
詳
し
い
。

（
11
）　

貞
応
二
年
七
月
本
。
注
９
所
掲
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
２
に
影
印
所
収
。
渋
谷

栄
一
に
よ
る
字
母
デ
ー
タ
がw

eb

上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
（http://genjie

m
useum

.w
eb.fc2.com

/kojo0.htm
l

）。

（
12
）　

浅
田
徹
「「
不
違
一
字
」
的
書
写
態
度
に
つ
い
て
」（
井
上
宗
雄
編
『
中
世
和

歌　

資
料
と
論
考
』
一
九
九
二
年　

明
治
書
院
）。

（
13
）　

東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
影
印
叢
書
・
第
五
巻
『
古
今
和
歌
集
』（
一
九
九
一

年　

東
海
大
学
出
版
会
）。

（
14
）　

川
上
新
一
郎
「
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
定
家
奥
書
本
古
今
集
考
（
続
）」（『
斯

道
文
庫
論
集
』
四
九　

二
○
一
五
年
二
月
）
に
詳
細
な
書
誌
報
告
が
な
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
呉
文
炳
『
国
書
聚
影
』（
一
九
六
二
年　

理
想
社
）
に
掲
載
の
「
一

　

古
今
和
歌
集　

葉
室
光
俊
筆
本　

一
帖
」
が
該
本
に
当
た
る
。
な
お
、
本
稿

で
取
り
扱
っ
た
切
を
天
理
図
書
館
蔵
本
と
比
べ
て
み
る
と
、
Ａ
〜
Ｄ
面
に
つ
い

て
は
そ
の
書
写
面
が
一
致
し
、
ま
た
伝
為
定
筆
切
を
含
め
て
、
朱
の
庵
点
の
位

置
、
お
よ
び
仮
名
字
母
に
い
た
る
ま
で
の
文
字
表
記
が
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
記
し
た
と
お
り
、
別
稿
に
て
論
じ

る
こ
と
と
す
る
。

（
15
）　

注
12
所
掲
論
文
。
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（
16
）　

注
14
所
掲
川
上
論
文
も
、「
書
写
年
代
は
真
観
で
も
不
思
議
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
や
は
り
転
写
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
す
る
。

（
17
）　

遠
藤
邦
基
「
杖
つ
き
の
「
乃
」
の
字
│
言
語
遊
戯
と
し
て
の
見
立
て
文
字
│
」

（『
国
文
学
』（
関
西
大
学
）
八
三
・
八
四　

二
○
○
四
年
一
月
）。
佐
藤
栄
作
「
字

体
と
そ
の
示
し
方
」（
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会
『
論
集
Ⅸ
』
二
○
一
三
年

一
二
月
）
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
18
）　
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
四
巻
（
一
九
六
二
年　

風
間
書
房
）
所
収
。

（
19
）　
『
近
世
文
学
資
料
類
従
』
参
考
文
献
編
17
（
一
九
八
一
年　

勉
誠
社
）
に
元

禄
元
年
版
、『
重
宝
記
資
料
集
成
』
第
一
一
巻
（
二
○
○
六
年　

臨
川
書
店
）

に
「
新
版
増
補
」
版
の
影
印
が
収
載
さ
れ
る
。
な
お
関
連
論
文
に
小
林
賢
章
「
歌

書
仮
名
遣
い
」（『
同
志
社
女
子
大
学　

日
本
語
日
本
文
学
』
七　

一
九
九
五
年

一
〇
月
）
が
あ
る
。

（
20
）　

注
18
に
同
じ
。

（
21
）　

合
わ
せ
て
、
矢
田
勉
『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』（
前
掲
）
第
三
篇
第

二
章
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
仮
名
字
体
の
変
遷
」
の
、「
毛
」
字
母
か

ら
派
生
し
た
字
体
に
関
す
る
記
述
（
二
○
九
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
22
）　

兼
築
信
行
『
一
週
間
で
読
め
る
く
ず
し
字　

伊
勢
物
語
』（
二
○
○
六
年　

淡
交
社
）、『
一
週
間
で
読
め
る
く
ず
し
字　

古
今
集
・
新
古
今
集
』（
同
前
）

な
ど
。

（
23
）　

坂
本
清
恵
「『
僻
案
抄
』
の
仮
名
遣
い
│
定
家
の
「
乎
」
に
つ
い
て
」（
ア
ク

セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会
『
論
集
Ⅳ
』　

二
○
○
八
年
九
月
）。

新　
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『
日
本
「
文
」
学
史　

第
一
冊　
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「
文
」
の
環
境
│
「
文
学
」
以
前
』

　

斯
界
の
大
家
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
や

「
哲
・
史
・
文
」
と
い
っ
た
学
問
体
系
を
乗
り
越

え
、「
日
本
文
学
」
を
考
察
す
る
シ
リ
ー
ズ
の
第

一
冊
。
本
書
は
、
前
近
代
日
本
に
お
け
る
「
文
」

の
概
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
諸
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
十
二
の
論
考
と
十

六
の
コ
ラ
ム
と
で
構
成
さ
れ
る
が
、
以
下
、
そ
の

中
か
ら
二
つ
の
論
考
の
概
略
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
は
、
滝
川
幸
司
氏
の
論
考
で
あ
る
。
こ
れ

は
、『
凌
雲
集
』
序
文
の
「
文
章
は
経
国
の
大
業
、

不
朽
の
盛
事
」（
原
漢
文
）
と
い
う
、
魏
文
帝
の
『
典

論
』「
論
文
」（『
文
選
』）
を
引
用
し
た
箇
所
に
つ

い
て
、
同
時
代
の
用
例
を
検
討
し
な
が
ら
、
こ
の

一
節
を
弘
仁
年
間
の
時
代
的
思
潮
と
見
な
し
て
き

た
従
来
説
に
修
正
を
せ
ま
る
も
の
。
平
安
初
期
の

「
文
章
経
国
」
思
想
を
考
え
る
う
え
で
は
、
同
氏

が
以
前
に
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
八
八
号
に
寄
せ
た

論
文
と
併
せ
て
、
必
読
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
挙
げ
た
い
の
は
、
後
藤
昭
雄
氏
の
論
考
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
半
ば
常
識
語
と
し
て
自
明
視
さ

れ
て
き
た
「
花
鳥
風
月
」
に
つ
い
て
、
中
世
に
成

語
と
し
て
定
着
す
る
ま
で
の
階
梯
を
見
る
も
の
で

あ
る
。
あ
る
ひ
と
つ
の
語
が
成
立
す
る
ま
で
の
過

程
を
丁
寧
に
解
き
ほ
ぐ
す
論
文
で
あ
る
。

　
「
文
」
と
は
何
か
。そ
れ
は
、前
近
代
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
世
界
を
形
成
し
て
い
た
の
か
。
文
学

研
究
を
志
す
者
に
と
っ
て
、
自
身
の
見
解
を
持
た

ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
ろ
う
。
続
く
第
二
冊
・
第

三
冊
の
刊
行
を
鶴
首
し
て
待
ち
た
い
。

（
二
〇
一
五
年
九
月
、
勉
誠
出
版　

Ｂ
６
判　

五

三
〇
頁　

本
体
三
八
〇
〇
円
）
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